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地域連携による地域資源を活用した地域団体商標・地域ブ
ランド活用促進事業とは

地域ブランドとは、地域の特徴を活かした商品、サービスの開発や
高付加価値化と、地域そのもののイメージ（景観、自然、歴史、風土、
文化、素材など）を結びつけながら、地域全体で取り組むことにより、
他地域との差別化された価値を生み出し、その価値が広く認知され求
められるようになることです。

出典：地域ブランドマニュアル（独立行政法人中小企業基盤整備機構）

中部経済産業局では、令和５、６年度に、地域資源の地域ブランド
化を推進するため、東海３県から６つのモデルとなる地域資源を選定
し、地域資源の担い手（生産者等）と地域関係者と共に、ブランドコ
ンセプトの検討、コンセプトに基づくブランド力強化への取組など、
地域ブランド化への取組を支援して参りました。

今般、地域資源を活用した地域ブランド化、地域活性化に取り組み
たい皆様に参考となるよう、２年間の各地域の取組をまとめましたの
で、ぜひご覧下さい。

事 業 実 施 地 域



事業と並行して、特産品の地域ブランドで使用するロゴマーク、ブランドを紹介するチラシを作
成。事業を通して、市内にある５つの観光協会、５つの商工会と市役所が地域の魅力を共有し、下
呂市全体の魅力を考えるきっかけとなり、今後、目指すべきゴールを明確とすることができ、今後
の地域ブランド化への足がかりとなった。

下呂温泉／下呂市の特産品：岐阜県下呂市

すでに下呂温泉がブランド化されているなか、多くの事業者が取組む商品のブランド化は大変難
しい。ただ今回の事業で関係者が一堂に会してブランドコンセプトを作りあげたことで、 共通した
コンセプトを商品に落とし込んでいけるのではと期待したい。今後はビジネスとしてどのようにま
わしていくのかが非常に大事になってくる。 【中小企業診断士 長谷川 雅彦氏】

https://gerotokusanhin.jp/（下呂市特産品 特設サイト）

下呂市役所、市内商工会、市内観光協会、朴葉寿司製造事業者

下呂市には「下呂温泉」以外にも数多くの地域資源があるが、「下呂温泉」の陰に隠れ、認知さ
れていない。陰に隠れるのではなく、そのブランド力を活かして特産品等をPRしたい、そんな思い
を実現するため、本事業では、特産品の地域ブランド化を目指す事業を実施。自治体、観光協会、
商工会が一体となって下呂市の魅力を改めて考え・共有し、地域ブランドのコンセプトを検討した。

事 業 概 要

取 組 の 成 果

コーディネーターより

岐阜県下呂市

本事業参加者

1
.機
運
醸
成 セミナー①

観光地における食のブラ

ンド化、広報戦略等につ

いて学ぶ。

セミナー②

コピーライターによるブ

ランド化の発想、アート

ディレクターによる地域

ブランドの魅力向上への

仕掛け等を学ぶ。

2
.実
践 ワークショップ①

朴葉寿司を題材として、

特産品のブランド化、

パッケージ開発等を実践。

ワークショップ②

下呂市の魅力を棚卸し、

新商品のアイディアをビ

ジネスモデルへ落とし込

む。

3
.コ
ン
セ
プ
ト セミナー③

伊賀市の地域ブランド

「ＩＧＡＭＯＮＯ」につ

いて、ブランド確立まで

の経緯等を学ぶ。

ワークショップ③

これまでの経緯を踏まえ、

特産品の地域ブランドの

コンセプトを検討。

https://gerotokusanhin.jp/


事業終了後、地域団体商標申請予定。事業を通して、「にしお小麦」の定義、目標が明確となっ
た。また、事業外においてもイベントやSNSでの発信を積極的に実施し、周知性向上に努めている。
にしお小麦が地域の誇りとなるよう、引き続き取組を進めていく。

にしお小麦：愛知県西尾市

消費者からみると小麦を直接食べることがないので、ブランド化する上で「にしお小麦」とは？
をどう明確に言えるかが大切。またJAを中心としたこのチームのビジネスモデルが何処に向かって
いくのかをしっかりと示す必要が求められる。 

【中小企業診断士 長谷川 雅彦氏】

https://nishiokomugi.com/ （西尾こむぎ 特設サイト）

西三河農業協同組合 受託部会（生産者）

にしお小麦は、通気性、排水性（水はけ）、適度な保水性（水持ち）など、良質な小麦が生育し
やすい「土作り」にこだわり、高い生産技術をもつ「生産者」によって、愛知県西尾市で作られる
小麦である。本事業では、地域団体商標取得を目指し、にしお小麦の価値と定義を明確にするとと
もに、周知性を高めるためのプロモーション強化を図った。

事 業 概 要

取 組 の 成 果

コーディネーターより

西三河農業協同組合

本事業参加者

1
.機
運
醸
成 セミナー①

弁理士による地域団体商

標の制度説明。不足する

要件（周知性）を確認。

セミナー②

地域ブランド化が進んで

いる地域から、ブランド

化の歩み、ブランドの維

持、魅力発信への取組等

を学ぶ。

2
.コ
ン
セ
プ
ト ワークショップ

生産者によるにしお小麦

の価値・魅力の棚卸し。

ブランドの定義を明確化。

ロゴマーク等検討

デザイナーがワーク

ショップの結果を踏まえ、

ロゴマーク、キャッチコ

ピー等を提案。プロモー

ション戦略を検討。

3
.周
知
性
向
上 広報戦略

デザイナーよりロゴ・チ

ラシをお披露目。今後の

PRの進め方を検討。

セミナー③

自ら発信力を強化するた

め、SNS特に動画での発

信力向上手法を学ぶ。

https://nishiokomugi.com/


事業の最終目標として掲げた展示会を令和6年10月4日・5日の二日間にわたって開催。500名以上
の来場を数え、目標数を大幅にクリアした。事業で学んだことが、大いに活きた部分と想像したほ
どの成果を得ることが出来なかった部分が明確になり、新たな商品やサービスづくりのヒントと
なった。今後も、組合員一丸となって伊勢型紙の伝統を守り続けていく。

伊勢型紙：三重県鈴鹿市

ブランド価値を見直し専門家の力を借りつつ展示会を開催したことで、市場における「伊勢型
紙」の強みと弱みをみずからリサーチしたことは非常に有効な取り組みといえる。引き続き今の時
代にあった新たなサービスや商品づくりに励んでほしい。【中小企業診断士 長谷川 雅彦氏】

https://isekatagami.or.jp/

伊勢形紙協同組合、鈴鹿市役所

1000年以上の歴史がある伊勢型紙。ライフスタイルや慣習の変化により、昨今、着物離れが著し
く、伊勢型紙の需要量や生産量が急激に減少するなか、業界では試行錯誤の日々が続いていた。そ
んな中、各分野のプロと一緒になって伊勢型紙の新たな商品やサービス、販路の開拓に取組む機会
を得た。この事業を通じて伊勢型紙の「技の素晴らしさ」や「カッコ良さ」を如何にして消費者の
方に伝えていけば良いのか、今の時代に合った商品づくりとは何かなどを自ら考えながら、今回の
最終目標である展示会開催に繋げた。

事 業 概 要

取 組 の 成 果

コーディネーターより

伊勢形紙協同組合

本事業参加者

1
.新
商
品
開
発 セミナー

新商品開発、コラボ商品

の開発、広報戦略等につ

いて学ぶ。

ワークショップ

地域性・希少性を踏まえ、

コラボ商品のアイディ

ア・売り方を検討

2
.コ
ン
セ
プ
ト ワークショップ

コラボする際に必要とな

る「明確な価値」と「ビ

ジョン・方向性」を検討

ワークショップ

価値を伝えるための取組

を検討

3
.展
示
会
準
備 価値を伝えるための展示

会開催にむけ、「誰に、

何を、どうやって」見せ

るのか検討。展示会は

マーケティングの場であ

り、振り切ることの重要

性を学ぶ。

https://isekatagami.or.jp/


関の刃物／：岐阜県関市

2回のワークショップを通じて、刀・刃物が持つ本物感とそこから生まれる精神的な充足感が、
「刀都 関」のブランドづくりおける核となる要素であると認識できた。その核を地域で共有しな
がら、関の歴史と職人の技を活かした新たなストーリーを加えることで、より幅広いターゲットに
響くブランド展開ができると期待される。 【クリエイティブディレクター 加藤 了平氏】

http://seki-japan.com/brand/（岐阜県関刃物産業連合会・岐阜関刃物会館）

岐阜県関刃物産業連合会・岐阜関刃物会館、関市役所、市内観光関連業者

関市は、「関の刃物」としての認知度が高く、インバウンドを含め多くの観光客が刃物を求めて
来訪しているが、観光地としてのイメージが希薄しており、関市の地域イメージを向上させること
を課題としている。そこで、関市は「関の刃物」と観光客を惹きつける「歴史・文化・人」をコネ
クトさせる地域イメージのブランドとして「刀都 関」を掲げ、 「関の刃物」のブランドイメージを
活用し、「本物感」をキーワードの一つとして、ストーリーを想起させるPRをすることを目指して
おり、本事業において、「刀都 関」のコンセプト等を検討した。
また、「関の刃物」としても新たな魅力向上に向け、カーボンニュートラルにむけた取組も検討。

さらに、情報発信力の強化のため地域外の情報発信拠点の整備について検討した。

事 業 概 要

コーディネーターより

関の刃物

本事業参加者

1
.地
域
の
魅
力 ワークショップ①

関市の魅力を共有し、

「刀都 関」のコンセプ

トを検討。

ワークショップ②

ブランドコンセプトを基

に、観光客を惹きつける

ための企画を検討。

2
.新
た
な
魅
力 「関の刃物」にカーボン

ニュートラルという新た

な価値を加えることがで

きないか検討すべく、

カーボンニュートラルへ

の中小企業の取組事例や

手引き等を学ぶ。

3
.情
報
発
信 SNS等での情報発信が強

化されている中、リアル

での発信の必要性を認識。

発信拠点を地域外に設け

ることについて、他ブラ

ンド等の事例を学ぶ。

地域イメージである「刀都 関」のブランドコンセプトを検討したことで、刃物製造者だけではな
く、刃物製造に直接携わっていない事業者も含めて、地域が一体となって関市の魅力について考え
るきっかけとなった。

取 組 の 成 果

http://seki-japan.com/brand/


渥美半島のマム：愛知県田原市

マムのブランド化において仏花のイメージを超えることが課題となる中、既成概念にとらわれな
い新たな価値創出を目指した。カラーバリエーションや、日持ちの良さやなどマムならではの特性
を強みとしつつ、まだ仏花の固定概念の少ない若年世代へのアプローチに今後の市場機会を感じた。
アクションプランの実現に向けて進んでほしい。【クリエイティブディレクター 加藤 了平氏】

https://www.ringiku-bukai.com/（輪菊部会）

愛知みなみ農業協同組合 輪菊部会 ブルームマム勉強会、田原市役所

国花として伝統行事や仏花などに欠かすことのできない日本人の大切な心を表す菊の花。田原市
は、栽培面積、出荷量ともに全国一位を誇る輪菊の産地である。コロナ禍で輪菊の需要が大きく減
少し危機感を覚え、長く日本人の生活に根ざしてきたからこそ得られた、扱いやすく日持ちがよい
という特徴はそのままに、どんな色にも染められるという新たな利点も加え、新たな商品開発や販
路開拓など、試行錯誤してきた。
東京オリンピック２０２０においても飾られる等業界では有名だが、消費者への認知度は未だ高

まっていない。本事業においてはその課題解決を図るべく、ブランドコンセプトを考えた上で、消
費者にＰＲするイベント等を検討した。

事 業 概 要

コーディネーターより

愛知みなみ農業協同組合

本事業参加者

これまでも消費者へ認知してもらうためのイベントは実施してきたところ。本事業においても、
新たな考え方を学ぶことができ、それを踏まえたイベントも企画できた。イベントを単発のものと
せず、継続的に実施できるようにしたい。

取 組 の 成 果

1
.コ
ン
セ
プ
ト ワークショップ

ブランディングの基本等

を学んだ後、渥美半島の

マムの魅力の棚卸しをし、

ブランドコンセプトを検

討。

2
.イ
ベ
ン
ト ワークショップ

ＰＲの流れ、考え方を確

認した後、検討をしたコ

ンセプトを基に、イベン

トでのＰＲアイディアを

検討。実現に向けた準備

を実施。

3
.魅
力
発
信 ワークショップ

検討をしたコンセプトを

基に、消費者に魅力を届

けるための商品アイディ

アを検討し、今後のアク

ションプランを検討。

https://www.ringiku-bukai.com/


尾鷲甘夏：三重県尾鷲市

ワークショップ

ブランディングの基本や
「商品の先にある感情・
体験」による差別化につ
いて学んだ後、尾鷲甘夏
の魅力の棚卸しをし、共
有。

７０年の歴史を持ちながら、有機農法など新たな付加価値の創出に取り組む尾鷲甘夏。昔ながら
の酸味の強い味わいや、皮の剥きにくさなどが、今の時代にとって新しい個性になると感じた。ま
た尾鷲甘夏に関わる人々の高い熱量も、ブランドの重要な要素。これら特性を活かし尾鷲甘夏が地
域のシンボルとして認知されることを期待する。【クリエイティブディレクター 加藤 了平氏】

https://www.city.owase.lg.jp/0000020448.html（オーガニックビレッジ宣言）

尾鷲市役所・生産者、観光協会、デザイナー、地域おこし協力隊

尾鷲甘夏は、尾鷲市制と同じく70年前から栽培が始まり、尾鷲市の歴史とともに歩んできた果樹
である。 一時は、多品種の登場により儲からなくなったことから後継者が減っていたが、近年、
「道法スタイル」という肥料を一切使わない有機農法を取り入れた甘夏の栽培が行われるなど、甘
夏の付加価値を高める取組が実施されており、３月からの収獲時期には、その美しい風景を楽しみ
ながら収穫体験をするワーケーションも開催されている。
ブランドとは「他社の頭の中に作られるイメージの蓄積」であることから、地域において一貫し

た発信ができるよう、本事業において、甘夏生産者、地域おこし協力隊、デザイナー、飲食店、宿
泊業者、行政職員等、尾鷲甘夏に関わる多様な主体に参加いただき、尾鷲甘夏のブランドコンセプ
トを検討した。

事 業 概 要

コーディネーターより

尾鷲市

本事業参加者

多様な主体が参加し、ワークショップを重ねることで、互いの取組を知り、また尾鷲甘夏への思
いを知ることができた。また、コンセプトを考え、ＰＲのアイディア出しを行ったことで、次年度
からの尾鷲甘夏のＰＲに役立てることができる。

取 組 の 成 果

1
.魅
力
の
共
有 ワークショップ

ブランディングの基本や

「商品の先にある感情・

体験」による差別化につ

いて学んだ後、尾鷲甘夏

の魅力の棚卸しをし、共

有。

2
.コ
ン
セ
プ
ト ワークショップ

コンセプトの基本を確認

した後、コンセプトの発

想のためのフレームワー

クを活用し、尾鷲甘夏の

コンセプトを検討。

3
.魅
力
発
信 ワークショップ

ＰＲの流れ、考え方を確

認した後、検討をしたコ

ンセプトを基に、ＰＲ手

法（リーフレット・イベ

ント等）を検討。

https://www.city.owase.lg.jp/0000020448.html
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